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１．はじめに  

地方部の規格の高い一般道路では、交差点発見の遅れが原因で追突事故が多発する箇所が多い。対策として

看板など注意喚起を促す交通安全施設（以後「注意喚起施設」という）を整備するのが一般的である。 従来、

“意識”による注意喚起の効果の定量的な把握は困難であった。一方、荒川等は注視しなくても認知されてい

る交通安全施設があることを明らかにしている 1。効果的な注意喚起施設の整備の在り方を検討するために、

運転者の知覚・認知状況（中心視野による注視 or 周辺視野による認知）に着目した。また、高齢者事故の多

発傾向を考慮し加齢の影響にも着目した。 
そこで、本研究では交差点の追突事故が多発している区間において年代別被験者５人による実走行を行い、

被験者のアイマークカメラによる注視時点の計測と、ヒアリングによる認知時点を把握する実験を行った。こ

の実験から注意喚起施設の知覚・認知状況と、加齢の影響を把握することを目的とする。 
２．実験方法 

２．２．実験対象箇所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．２．実験方法 

①被験者：20～60 歳代の各世代 1 名の計 5 名 
②実験方法：交差点手前約 2km の地点から、各被験者が対象交差点へ

向かって実験車両を運転し 1 回走行。被験者に装着したアイマークカメ

ラにより視線対象物（ドットライン、道路案内標識、信号、コンビニ店

舗入口）の注視時点（0.15 秒以上連続して対象物を視点に捉えた時点を

「注視」として定義２する）、走行後にアンケート調査により視線対象物

の認知時点をそれぞれ把握した。 
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３．実験結果 

右図に、各被験者が、

それぞれ視線対象物を、

認知したと回答した時点、

注視した時点を示す。 
全体として、視線対象

物の認知は注視よりも先

に行われていた。認知の

時点は被験者によりばら

つきがあった。 
また、高齢者の被験者

ほど、認知する時点が遅

くなる傾向が認められた。 
 
 
 
 
 

 

 

４．結論 

この実験により、次の可能性を定量的に見出した。（被験者数が少ないため可能性という）。 
・注意喚起施設の多くは、注視するより早い時点で認知されていた。被験者は、周辺視野により認知していた

と考えられる。 
・認知時点は被験者によりばらつきがあり、高齢の被験者ほど遅かった、追突事故の原因の一つと考えられる。 
・運転者、特に高齢者が、周辺視野において早期に注意喚起施設を認知できるように対策を実施するべき。 
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●調査車両の機材配置状況

被験者毎にアイマークカメ
ラのキャリブレーションが
必要。 

ヒートマップ。視線の置かれた
頻度が多いほど色が濃くなる。 


